
1974
作品ナンバー0125
劇
16ミリ
カラー／25分

■企画
（財）日本体育協会

スタッフ
■製作
村山和雄
福間順子

■脚本
瀬藤　祝
郡　長昭

■演出
金子精吾

■撮影
藤井敏貴

■照明
本橋俊男

■編集
沼崎梅子

いつまでも若く美しく│ミセスとスポーツ
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スポーツシリーズは、成人病シリーズとともに1970年代から80年代
にかけて桜映画社作品の一分野となった。この映画は、家庭生活に
埋没してスポーツとは縁が無くなっていた30代の主婦が、ふとした
ことからスポーツをはじめ、明るく若々しい主婦によみがえり、楽
しい家庭作りをすすめていく姿を描いている。

三田久子、36歳。住宅街に住むサラリーマン家庭の主婦である。サッ
カーに熱中して勉強に身の入らない小学生の息子の一郎と、本ばか
り読んで最近反抗的になっている中学生の娘の和子にふりまわされ
気味の日々の中で、いつのまにか青春が終わり中年に達しようとし
ている自分に気付き愕然となる。
　そんな時、同窓会の案内が届き、久子は出席する。同窓会でかつ
ての親友・留美子に会う。スポーツで今も若々しく生き生きとして
いる友に久子は羨望を感じる。早速、見よう見真似の体操をはじめ
た。学校から帰った一郎も一緒に体操をはじめ、汗だくになりなが
ら大笑い。久子は久しぶりに心から打ちとけることができたと思う。
だが和子は「ばかみたい」と仲間にも入らない。
　偶然そのことを知った八百屋の照江は、PTAのバレーボールチー
ムに久子を誘う。久子の生活は変わった。朝は息子と 2人でラジオ
体操。もうぼんやりと、むなしさをかみしめることもない。そんな
ある日、和子が体操の時間に倒れたという電話がかかってくる。減
食と運動不足からくる貧血で、美しさは健康から生まれること、発
育ざかりの、特に女性は丈夫な体を作ることを教師から諭された帰
り道、和子は久子に「お母さんとスポーツを一緒にしたい」と言い
出した。日曜日、一家でスポーツをする三田家の中で、久子の顔は
とりわけ輝いている。


